
はじめに
関羽は中国の伝統文化において注目されて

いる三国時代の蜀の武将であり、勇武忠義の
名で歴史に残っている。文学においても、関
羽は中国の古代の多くの作品に登場し、特に
毛宗崗本の小説『三国志演義』における「義
絶」（義の極み）の人物像が知られている。
そして、儒・仏・道の三教から崇拝され、仏
教の伽藍神１、道教の関聖帝君として、儒教
においては文聖の孔子に比肩して武聖と呼ば
れている。さらに、様々な職種から守護神と
して崇められてもいる。中国で最も広く知ら
れている神だと言っても過言ではない。

このような関羽の人物像と関帝信仰は、明

末清初、渡日した華商、僧侶、明の遺臣に
よって日本に伝わったとされている。特に、
小説『三国志演義』が日本でも受容されるに
つれ、関羽は『三国志演義』に登場する人物
として知られ、様々な庶民娯楽に登場するこ
とで、一世を風靡した人物となってきた。こ
うして、中国民衆に重要視されている関羽の
人物像は、近世日本に伝えられ、近世の文化
と融合し、再生された。

関羽像に関する研究は歴史学、文学、宗教
学、社会学などの各分野に関連しており、さ
まざまな研究者から注目されてきた。例え
ば、中国において、劉海燕２は関羽の人物像
が中国の社会で歴史から文学に入り、さらに
宗教に入る過程を分析した。王麗娟３、劉麗
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文４は元雑劇における関羽像を考察した。尹
恒５、張春蓉６、王菡薇７などは絵画における
関羽像について分析した。一方、日本におい
ては、伊藤晋太郎８は関帝文献について研究
を行っている。関帝文献の儒教寄りという特
徴を明らかにした上で、史実に近づけようと
するものと、理想とする関帝像を補強するも
のとに大別できると指摘している。仙石知
子９は毛宗崗本『三国志演義』における関羽
の「義」について研究した。二階堂善弘10は
関帝信仰と周倉について考察した。ここ十数
年の関羽像に関する論文を概観すると、主に
文学、演劇、宗教、美術作品における関羽像
について、豊富な研究成果を収めている。

そして、日本における関羽像の受容に関す
る研究も見られるようになった。例えば、川
添裕11は江戸時代の見世物籠細工における関
羽像を考察した。長尾直茂12は江戸時代の漢
詩文と絵画に登場する関羽像について考察し
た。黄檗僧が日本に持ち込んだ関羽の肖像画
や彫刻像、そして彼らが書いた関帝賛は、江
戸時代の関羽像の流布に重要な役割を果たし
たと述べた。また、陳莉莉13は江戸初期の関
帝信仰について考察した。当時日本の厳しい
鎖国政策により、各地に居留していた華僑が
長崎に集中したので、初期の華僑社会が形成
され、関帝信仰も華僑文化の一つとして定着
したと述べた。

ただし、以上のことからわかるように、今
までの研究はだいたい近世に集中している。
従来の研究においては、近世日本における関
羽像は、庶民層においては三国志の登場人物
として知られていたし、知識人層においても
元々は正史に基づいていたが、次第に小説

『三国志演義』における関羽像を受容するよ
うになったとされている。また、信仰として
は江戸初期まで長崎における華僑に限られて
いたことが明らかにされている。関羽像は近

世に関帝信仰とともに日本に伝来したと考え
られているため、近世以前の関羽像の受容は
あまり注目されていない。

しかし、近世日本の関羽像が受容された基
盤を知るには、それ以前の受容の様相を考察
する必要がある。それを探るために、中世の
知識人層である禅僧に目を向けた。なぜな
ら、禅僧は当時漢籍受容の主体とされるから
である。例えば、堀川貴司14は「五山におけ
る漢籍受容─注釈を中心として─」におい
て、日本における漢籍受容の主体について

「新しい受容の主体として、五山禅林の禅僧
が登場する（鎌倉中期以降）」と述べた。関
羽像の受容は漢籍の受容と密接に関係してい
るので、もし当時関羽像が日本で受容されて
いたとすれば、禅僧は最も可能性のある受容
主体だったはずである。

一方、中世禅林における関羽像に関する研
究は、前述の長尾直茂15と田中尚子16による考
察しかない。

長尾直茂は中世禅林における関羽の故事
「百万軍中取顔良」の受容と関羽が用いた大
刀をめぐって考察し、近世以前に受容された
関羽像を検証した。そして、中世禅林におけ
る関羽故事「百万軍中取顔良」の登場は主に
渡来僧の上堂17法語に見られるとした。日本
人僧の受容として、渡来僧に師事する規庵祖
円、渡来僧の弟子である夢窓疎石に師事する
空谷明応の語録における関羽が顔良を斬るこ
とに関する用例を二つ挙げている。

また、田中尚子は五山禅僧である太極の日
記『碧山日録』を端緒に、室町期における関
羽顕聖譚の受容を考察し、これらの顕聖譚が
作り出された背景を検討した。その結果、上
述の顕聖譚の典拠はまだ不明だと述べたが、
関羽普庵邂逅譚に関羽と普庵を結び付けるの
は、二人とも伽藍神として祀られている類似
性に基づいている可能性がある、また、関羽
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が大元皇帝フビライの戦場で助力したという
顕聖譚は、関羽の武神としての側面を語るた
めのものかもしれないと述べた。

これによって、中世禅林においてすでに関
羽像の受容があるとわかるが、関羽像の受容
についての分析が未だ不足していると思われ
る。

以上のことから、中世禅林における関羽像
の受容に関する研究の必要がわかる。そもそ
も、「百万軍中取顔良」以外の関羽故事があ
るのか。また、受容されたのはいかなる関羽
像だろうか。さらに、受容された関羽像は当
時の禅僧のどのような意識を表していたのだ
ろうか。これらの問題を明らかにすること
は、日本における関羽像の受容史に関する研
究においては、不可欠な一環であると思われ
る。

そこで、本稿は日本中世における五山禅僧
の漢文学作品を編集した『五山文学全集』を
研究対象に、中世禅林における関羽像の受容
を分析する。

一、正史『三国志』における関羽像
中世禅林における関羽像の受容を解明する

前に、まず源流とされる正史『三国志』18にお
ける関羽像を明らかにする必要がある。

前述の長尾直茂が考察対象とした関羽故事
「百万軍中取顔良」も、正史『三国志』の関
羽伝に記載されている。それは関羽が一騎で
敵軍の中へ分け入り、顔良を刺し殺し、その
首を持ち帰ったという故事である。代表的な
関羽故事であるとされている。関羽伝は西晋
陳寿が書いた『三国志』に最初に見られる。
その後、南朝の宋の裴松之が『三国志』に注
釈をつけ、関羽伝の内容を補充した。この
ように、『三国志』における関羽に関する描
写は後世の関羽像の源流とされているため、

『三国志』における関羽像を解明する必要が
ある。

まず、「百万軍中取顔良」に関する原文を
見ておきたい。原文は以下の通りである。

羽望見良麾盖、策馬刺良於萬衆之中、斬
其首還、紹諸將莫能當者、遂解白馬圍。
曹公即表封羽為漢壽亭侯。19（拙訳：関羽
は顔良の麾蓋を見て、一騎で敵軍の中へ
分け入った。そして、万衆の中に顔良を
刺し、その首を斬った。そして、袁紹の
軍を撃退し、白馬の戦いに勝った。その
後、曹操は関羽を漢寿亭侯に封じた。）

文中の「白馬」とは、官渡の戦いにおける
白馬の戦いの戦場を指す。官渡の戦いは、後
漢末期の200年に官渡において、曹操と袁紹
との間で行われた少数で多数に勝った有名な
戦いである。袁紹は曹操よりはるかに多くの
軍隊を持っていたが、曹操に負けた。関羽が
登場したのは、この官渡の戦いの前哨戦と言
われる白馬の戦いである。当時曹操の捕虜と
なった関羽は、客将として、馬を駆って袁紹
の名将である顔良のそばに突進した。そし
て、一人の力で万人もの敵軍の中で顔良を刺
し殺し、その首級を取って帰った。しかし、
袁紹軍の諸将領は関羽を止めることができな
かった。

このように関羽が名将顔良の首を取ったこ
とは袁紹軍の士気に大いに影響した。「百万
軍中取顔良」は後の官渡の戦いの勝利の基礎
を築いたといえる。関羽の勇武と知略はこの
戦いで余すところなく表現された。敵軍の力
が極めて優位にある不利な情勢の下で、あ
えて一人で敵軍に飛び込んだのは勇武であ
る。敵軍に侵入した後、名将の顔良を刺し殺
し、斬首して退くことに成功したのは知略で
ある。すなわち、「百万軍中取顔良」という
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故事は、関羽の勇武と知略を描き、勇武な武
将としての関羽像を示した典型的なものであ
る。

また、『三国志』は史書として客観的かつ
簡潔に描かれているため、戦場での具体的な
描写が少ない。そこで、「百万軍中取顔良」
という故事が特に際立って、後に多くの関羽
関連の文学作品に題材として登場している。

華雲松20によれば、宋代以降関羽の題材が
演劇の舞台に登場し、さまざまな演目に現れ
た。特に元代になると、雑劇に大量の関羽劇
の演目が現れた。『刺顔良』というような史
実を題材にした劇によって、関羽が勇武で戦
いにたけているイメージが表現された。

こうして、「百万軍中取顔良」という故事
は史書『三国志』に登場しているだけでなく、
雑劇などの民衆文芸によって民間に広く伝播
されている。したがって、それが中世禅林に
おいて関羽の代表的な故事として登場するの
も想像に難くない。それも長尾直茂が考察の
対象としている理由だろう。

では、正史『三国志』において、ほかに典
型的な関羽の事跡があるのだろうか。『三国
志』には関羽伝以外にも関羽に関する記述は
あるが、ほとんど関羽伝で記述されたことの
補足であり、新たな事跡は見出せない。ま
た、関羽伝の裴注にも関羽の事跡はあるが、
真偽の見分けがつかず、裴松之に否定された
ことも多い。そのため、本稿では主に関羽伝
を分析の対象とする。『三国志』の関羽伝は、
関羽の生涯及び劉備、関羽と張飛の三人の厚
い情誼に関する記述のほか、主に以下のいく
つかの事例に言及した。

1、白馬の戦いで顔良の首を取ったこと、
すなわち「百万軍中取顔良」の故事。

2、顔良の首を取って曹操に恩返しをした
後、曹操を別れて先主劉備に身を投じたこ
と。原文は以下の通りである。

及羽殺顔良、曹公知其必去、重加賞賜。
羽盡封其所賜、拜書告辭、而奔先主於袁
軍。21（拙訳：関羽が顔良を殺した後、曹
操は関羽が必ず去ることを知り、賜物を
重ねた。関羽はその賜物に全部封印をし、
手紙を残して辞し、先主劉備がいる袁紹
の軍隊に行った。）

3、馬超が降参した後、関羽は手紙を書い
て諸葛亮に「超人才可誰比類（拙訳：馬超の
才能は誰に匹敵するのか）」と尋ね、諸葛亮
は「猶未及髯之絶倫逸羣也（拙訳：やはり髯

（関羽）ほど群を抜いていない）」と言って関
羽を称賛したこと。原文は以下の通りであ
る。

羽聞馬超来降、舊非故人、羽書與諸葛亮、
問超人才可誰比類。亮知羽護前、乃答之
曰:「孟起兼資文武、雄烈過人、一世之傑、
黥、彭之徒、當與益德并驅争先、猶未及
髯之絶倫逸羣也。」羽美鬚髯、故亮謂之
髯。羽省書大悦、以示賓客。22（拙訳：関
羽は馬超が降伏に来たことを聞き、馴染
みではなかったので、諸葛亮に手紙で馬
超の才能は誰に匹敵するのかと尋ねた。
諸葛亮は、関羽が負けず嫌いであること
を知り、「孟起（馬超）は文武両道に秀
で、勇武は人並外れ、一代の傑物であり、

（漢の）黥布や彭越のような人物である。
益德（張飛）と先を争うことができるが、
やはり髯（関羽）ほど群を抜いていない」
と答えた。関羽は髯が美しいので、諸葛
亮に髯と呼ばれた。関羽は手紙を読んで
大喜びして、賓客に見せた。）

4、骨を削って毒を取り除く時も笑ってい
ること。原文は以下の通りである。
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羽甞為流矢所中、貫其左臂、後創雖愈、
每至陰雨、骨常疼痛、醫曰：「矢鏃有毒、
毒入于骨、當破臂作創、刮骨去毒、然後
此患乃除耳。」羽便伸臂令醫劈之。時羽
適請諸将飲食相對、臂血流離、盈於盤器、
而羽割炙引酒、言笑自若。23（拙訳：関羽
は嘗て流れ矢に当たり、左腕を貫通され
た。後傷口が癒合したが、曇りや雨の日
には骨がいつも痛んでいた。医者が「矢
先に毒があり、その毒が骨に入ったので、
腕を切り裂いて傷口をあけ、骨を削って
毒を取り除かなければならない。そうす
れば、この痛みはなくなる」と言った。
すると、関羽は腕を伸ばして医者に切り
裂かせた。ちょうどその時、関羽は諸将
と飲食していた。腕から血が流れ出し、
血を受けた皿がいっぱいなったが、関羽
は焼肉を切り分け酒を飲み、いつものよ
うに話しながら笑っていた。）

5、樊城で曹操の部下である曹仁を攻撃し、
于禁に率いられた援軍を撃破して七軍を水に
沈めた。曹操の武将龐徳を斬首し、その威勢
は天下を震わすこと。原文は以下の通りであ
る。

二十四年、先主為漢中王、拜羽為前将軍、
假節鉞。是歳、羽率衆攻曹仁於樊。曹公
遣于禁助仁。秋、大霖雨、漢水汎溢、禁
所督七軍皆没。禁降羽、羽又斬将軍龐悳。
梁郟、陸渾群盗或遥受羽印號、為之支黨、
羽威震華夏。曹公議徙許都以避其鋭24（拙
訳：建安二十四年、劉備は漢中王となり、
関羽を前将軍に任命し、符節と斧鉞25を
授けた。同年、関羽は軍を率いて樊城で
曹仁を攻めた。曹操は于禁に兵を率いて
曹仁を救援するように命じた。秋、大雨

が続き、漢水が氾濫し、于禁が率いた七
軍はすべて水没した。于禁は関羽に降伏
し、関羽はまた魏の将軍龐徳を斬った。
梁郟、陸渾一帯の群盜には遥かに関羽の
号令を受けて、彼が指揮する地方武装と
なったものがいる。関羽の声威は中原を
震わせた。曹操は関羽の勢いを避けるた
めに許都から遷都することを提案した。）

6、娘を孫権の息子と結婚させることを拒
否し、孫権を怒らせ、そして部下を軽視して
部下に恨みを持たせ、禍根を残すこと。原文
は以下の通りである。

先是、權遣使為子索羽女、羽罵辱其使、
不許婚、權大怒。又南郡太守麋芳在江陵、
将軍傅士仁屯公安、素皆嫌羽自輕己。羽
之出軍、芳、仁供給軍資、不悉相救。羽
言「還當治之」、芳、仁咸懐懼不安。於
是權陰誘芳、仁、芳、仁使人迎權。26（拙
訳：その前、孫権は関羽の娘を自分の息
子の妻としようと使者を派遣した。関羽
はその使者を怒鳴って侮辱し、婚姻を許
さなかったので、孫権を怒らせた。また、
南郡の太守である麋芳が江陵に、将軍で
ある傅士仁が公安に駐屯していたが、二
人とも以前から関羽が自分を軽視してい
ると嫌っていた。関羽が出征すると、麋
芳と傅士仁は軍資を供給したが、全力で
援助しなかった。関羽は「帰ったら処罰
する」と言ったので、麋芳と傅士仁は恐
怖と不安にかられた。そこで孫権はひそ
かに麋芳と傅士仁を誘惑したが、二人は
人を派遣して孫権を迎えさせた。）

これらの中、事例1、3、5においては、関
羽の戦績の描写と諸葛亮の評価によって関羽
の勇武と知略が表現される。
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特に事例3は正史『三国志』の関羽伝に描
かれた重要な関羽事跡である。関羽は樊城で
曹操の部下である曹仁を攻撃し、于禁に率い
られた援軍を撃破して七軍を水に沈めた。そ
して曹操の武将龐徳を斬首し、その威勢は天
下を震わしたという。「百万軍中取顔良」と
同じく、関羽の勇武と知略を表す代表的な事
跡である。

さらに、「曹公議徙許都以避其鋭」という
記述がある。それは曹操が関羽の勢いを避け
るために遷都すると提案したことを意味す
る。武将としての関羽への最高の称賛と言え
るだろう。なぜなら、当時三国の中で最も実
力があるとされた魏の君主が、ある武将のた
めに遷都しようとしたからである。関羽の実
力の強さがうかがえる。同時に、「羽威震華
夏」の真実性も実証された。こうした背景か
ら、「関羽威震華夏」は「百万軍中取顔良」
の故事と同様に、関羽の勇武と知略を表現し
たと言えよう。

事例2においては、関羽の忠実が表現され
る。関羽は曹操に降伏した後、曹操に厚遇さ
れた。しかし、旧主劉備の行方が分かり次
第、旧主の実力は曹操にはるかに及ばないも
のの、曹操を離れて旧主に身を寄せた。すな
わち、関羽の旧主への忠実が表現されてい
る。そして、関羽が曹操を去る前、その恩に
報うために、顔良を斬って、白馬の戦いで敵
軍を撃退した。つまり、厚遇を受けた恩人へ
の義が表現されている。

また、事例4によって、関羽が勇武で忠実
なだけでなく、意志も強く、痛みに耐える真
の英雄であることが示されている。

上述の事例はいずれも関羽についての肯定
的記述である。しかしながら、関羽伝には関
羽の性格的欠陥も隠さず描かれている。事例
6によって示されているように、関羽は完璧
な人ではなく、彼の頑固と傲慢が悲劇を招い

たとされる。また、事例3においても関羽が
少し勝ち気であることが示されている。

このように、正史『三国志』における関羽
の記述は非常に客観的である。関羽は勇武で
知略にたけており、忠義で意志が強く、そし
て性格の欠陥もある武将とされている。しか
し、記述の大部分では、優れた武将としての
関羽像が示されている。

なお、『三国志』の関羽伝における裴松之
の注釈も関羽の関連情報に言及している。例
えば、「江表伝曰、羽好左氏伝、諷誦略皆上
口27」。それは関羽が『春秋左氏伝』を愛読し、
暗記できるほど熟知していたという意味であ
る。『春秋左氏伝』は孔子の弟子左丘明の著
と伝えられている。孔子の編纂と伝えられる
歴史書『春秋』の代表的な注釈書であり、特
に当時の戦争に関する記載は詳細である。し
たがって、当時の武将に愛読されていたとさ
れる。また、『春秋』は孔子の思想が隠され
ているとされるため、儒学の経典とされてい
る28。すなわち、関羽が『春秋左氏伝』を愛
読していることは、彼の儒学者としての面を
表していると言える。このように、裴松之の
注釈は関羽像に儒学者のイメージを加えてい
る。

以上のことから、正史『三国志』における
関羽像は性格の欠陥もあるが、主として優れ
た武将として表現されている。そのことは二
つの面で表現されている。一つは彼の勇武と
知略である。代表的な事跡としては、「百万
軍中取顔良」、「七軍を水で沈めて天下を震わ
すこと」などが挙げられる。もう一つは彼の
忠義である。具体的に言えば、主君劉備への
忠実と恩人曹操への義である。裴松之の注釈
はこのような関羽像を一層豊富にし、儒学者
としてのイメージを加えた。
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二、仲方圓伊の詩文における関羽像
さて、正史『三国志』における関羽像は中

世禅林にいかなる影響を与えたのだろうか。
中世禅林における『三国志』の関羽像の受容
を考察する前に、まず日本の『三国志』受容
状況を見ておきたい。

 （１）日本の『三国志』受容状況
日本の平安時代の漢籍流入状況を記録した

『日本国見在書目録』29によると、平安時代に
流入した漢籍にはすでに陳寿著裴松之注の史
書『三国志』、そして『後漢書』、『晋書』な
ど他に三国の歴史に言及した史書があった。
すなわち、すでに正史『三国志』の舶来が確
認できる。

日本の三国志享受については、田中尚子30

が『三国志享受史論考』で『太平記』以前の
三国志享受を論述し、平安時代の『和漢朗詠
集』、『世俗諺文』における例を挙げて、「史
書や漢詩などを典拠としてその教養、風流面
を取り込んだ」「三国志享受の初期段階の様
相」を把握した。そして、前述のように、中
世禅僧が書いた『碧山日録』に記述された関
羽顕聖譚に反映された関羽像の受容について
考察した。

また、長尾直茂31も関羽故事と諸葛孔明像
を切り口に中世禅林の三国志受容を論述し
た。五山禅僧が三国志の受容に大きな役割を
果たし、彼らの語録と漢詩には多くの三国志
関連内容が取り込まれていると述べた。氏の
考察から、中世禅林にはすでに『三国志』に
おける関羽故事の受容があったことがわか
る。ただし用例が二つだけ挙げられたことか
ら見れば、中世禅林における関羽に関する言
及は非常に少ないこともうかがえる。長尾直
茂が「百万軍中取顔良」の故事を考察の対象
にしたのは、当時の禅僧語録にある関羽に言

及したわずかな二例が、この故事に関連して
いたからであろう。

ところが、正史『三国志』で取り上げられ
た関羽故事は他にもいくつかの事例がある。
また、中国における関羽像は『三国志』以降
変容してきたとされている。三国時代の優れ
た武将だけでなく、忠義の代表人物と宗教信
仰の守護神などのイメージも加わってきたの
である。では、そのような関羽像は中世禅林
において受容されていたのだろうか。特に、
武将としての関羽像以外のイメージがあった
のだろうか。

この点を確認するために、長尾直茂が取り
上げた用例の補足として、五山禅僧の漢文学
作品を編集した『五山文学全集』32に関羽故事
の痕跡を探った。そこで、次節では仲方圓伊
の詩文を見ておきたい。

 （２）仲方圓伊の拈香文
仲方圓伊（1354～1413）は、臨済宗禅僧、

長州の人である。『延宝伝燈録』33によれば、
仲方圓伊は臨済宗大覚派に属し、南嶺子越の
法嗣である。『五山文学小史』34によれば、仲
方は八歳で筑前博多の聖福寺に南嶺和尚に師
事し、西大寺の高湛に戒律を学び、その後、
建仁寺、南禅寺の住持をつとめた。彼は四六
文作法について『伊仲芳四六之文』35という著
書があるので、漢文に相当学識のある僧侶と
思われる。
『五山文学全集』第三巻における仲方圓伊

の詩文集「懶室漫稿」を見ると、「徳翁居士
焼香 一色信傳」36という拈香文がある。この
拈香文は「拈香 陞座」という章に収録され
ている。拈香とは拈香文のことで、禅僧が拈
香した後で死者に哀悼の意を表して朗読した
文章である。陞座とは禅宗で師僧が説法の
時、高座などに上ることである。原文は以下
の通りである。
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娑婆世界。南瞻部州大日本国某州某寺。
寄住比丘圓伊。伏遇慈雲寺殿徳翁大居士
小祥忌辰。欽焚此寳香。供養三寳勝位。
奉爲大居士。莊嚴報地。以少伸追悼之忱。
共惟某人。將門英胄。国朝元臣。氣壓萬夫。
力擧千釣。馬上定乾坤之英略。關羽諸葛
未足爲先烈。幄中決雌雄之長策。韓信留
侯亦須穪後塵。（拙訳：娑婆世界の南瞻
部州の大日本国の某州某寺。寄住する比
丘圓伊は、慈雲寺殿徳翁大居士一周忌の
法事に出くわした。丁寧に香を焚き、三
宝37を供養した。大居士と授け、報地38を
荘厳した。それによって追悼の意を表し、
大居士を思った。大居士は将門の出身で、
本朝の重臣である。勢いは万夫を圧倒し、
力は千鈞を持ち上げるほど大きい。馬に
乗れば乾坤を定める英略がある。関羽と
諸葛亮も先烈として十分ではない。帷幄
の中で戦略を決める。韓信と留侯（張良）
も後塵を拝しなければならない。）

題名から見ると、「徳翁居士焼香　一色信
傳」は徳翁居士という人を哀悼するために書
かれた拈香文であり、主に徳翁居士の生涯と
功績を讃えているものである。徳翁居士は一
色範光という人物で、別名一色信伝とも呼ば
れ、日本の南北朝時代の武将、守護大名、一
色氏の5代当主であり、しかも将軍足利義詮、
義満の信任を受けて重用された人だった。こ
の拈香文は徳翁居士の小祥、すなわち一周忌

（1389年）の法事に書かれたものである。
この拈香文において関羽に言及したのは、

「關羽諸葛未足為先烈」という文である。そ
れは、関羽や諸葛でさえこの人の模範になる
には十分ではないという意味である。そし
て、続いて「韓信留侯亦須穪後塵」と書かれ
ている。それは韓信と留侯（張良）も徳翁居

士に及ばないという意味である。言い換えれ
ば、仲方圓伊はこの拈香文において四人の歴
史上の人物──関羽、諸葛亮、韓信、張良を
挙げて徳翁居士の勇武と知略を表現した。す
なわち、著者仲方圓伊にとってはこの四人の
優秀さが抜きん出ていたのである。

では、この四人は如何なる人物だろうか。
諸葛亮は関羽と同時期の三国時代の有名な謀
臣である。韓信と張良は前漢初年の人物であ
る。韓信は兵法に精通し、軍事的才能を備
え、後代の人に「兵仙」、「戦神」と崇められ
ている。張良は有名な謀臣であり、歴史学者
の司馬遷にも称賛された。明らかに著者は歴
史上の人物の中で、諸葛亮と張良は戦略を
練った謀臣の中で最も優秀であり、関羽と韓
信は兵を率いて戦った名将の中で最も優秀だ
と考えていた。要するに、仲方圓伊の詩文に
おける関羽像は最上級の武将と言える。

 （３）仲方圓伊における関羽像の受容
既述のように、仲方圓伊は渡来僧の蘭渓道

隆とゆかりが深い。したがって、彼が中国の
歴史上の人物を用いて拈香文を書いたことも
理解に難くない。以上のことから、仲方圓伊
における正史『三国志』の受容を垣間見るこ
とができる。

第一章で述べたように、正史『三国志』に
おける関羽は、優れた武将として主に二つの
面で描かれている。一つは勇武と知略であ
り、一つは忠義である。しかし、仲方圓伊の
詩文において言及されたのは関羽の勇武と知
略だけで、忠義に言及されていなかった。す
なわち、正史『三国志』における関羽像は仲
方圓伊に部分的に受容された。

ところでここで注意すべきことは、正史
『三国志』以外に三国に関する文芸がたくさ
んあることである。特に小説『三国志演義』
は人気を呼んでいた。では、仲方圓伊は小説
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『三国志演義』に触れた可能性はあるのだろ
うか。

周知のように、羅貫中本の『三国志演義』
は、『三国志平話』など三国故事に関する宋
元の話本、そして、雑劇、民間の逸話をもと
に、史書『三国志』及び裴松之の注釈を参照
する通俗小説とされている。そして、その成
書は14世紀後半とされ、現存最古の刊行物で
ある嘉靖本（1522年）が登場するまでは写本
として伝えられていた39。一方、仲方圓伊が
この拈香文を書いたのは1389年で、中国では
明朝初年に当たる。したがって、仲方圓伊が
羅貫中本の『三国志演義』に触れた可能性が
ある。

また、羅貫中本の『三国志演義』における
関羽像を見ておこう。中にある関羽故事は主
に『三国志平話』に由来するとされている。
加えて、関羽の勇武な名将像をさらに強調す
るために、「桃園結義」、「過五関斬六将」な
どの関羽故事は創作が多い。そして、この小
説における関羽の最も際立った特徴は義であ
る。梁蘊嫻40が述べたように、この小説は三
国人物の義を描いている。この義は、主君が
無道な行為をした際に、臣下が主従関係を解
消できるという「君臣義合」の儒教的主従観
を前提とした「大義」と、平等な信頼関係に
基づいた「義気」であると述べられている。
言い換えれば、君主の善し悪しに関わらず、
臣下が無条件に仕えるという意味での「忠
義」とは異なっている。要するに、義は羅貫
中本の『三国志演義』が伝えた価値観であり、

『三国志演義』における関羽像の特徴でもあ
ると言える。

しかし、仲方圓伊の拈香文から見ると、関
羽は歴史上の優れた武将として言及されるだ
けで、彼の義については記述されていない。
小説『三国志演義』を読んだことがあるなら
関羽の義を無視することはできないはずであ

る。ということは、小説『三国志演義』は中
世禅林で受容されていない可能性が高いと推
測される。したがって、関羽の義は中世禅林
では勇武を超えて注目されるものではなかっ
たと言えよう。

さらに、関羽の具体的な事跡が記述されて
いないことも注目される。そこから見ると、
仲方圓伊の詩文における関羽像は、中国の唐
の時代に知識人層が詩文や碑文に取り込んだ
関羽像と似ている。王敏、曹巍41によれば、
唐の時代の武将はよく関羽を自分に喩え、文
人もしばしば詩文や碑文に関羽を用いて人の
勇武を表現した。ここで例として当時の「左
武候将軍龐某碑序一首」42という碑序における
関羽に言及した文を挙げよう。

雖復関羽有国士之風、祭遵懐儒者之操、
無以加也（拙訳：関羽には一国の中で最
も傑出した人材としての風格があって
も、祭遵（人名）には儒者の節操があっ
ても、かなわない）

碑序は一般的に墓碑に書かれた死者の生涯
と功績を記述した文章である。題名の「左武
候将軍龐某碑序一首」からわかるように、左
武候将軍龐将軍の生涯と功績を記述した碑序
である。上述した関羽に言及した文は、関羽
には一国の中で最も傑出した人材としての風
格があり、祭遵には儒者の節操があったとし
ても、龐将軍にはかなわないという意味であ
る。すなわち、最上級の武将である関羽と祭
遵を用いて、この碑序に記された龐将軍の優
秀さを際立たせるのである。

そして、「唐故壮武将軍守右驍衛将軍上柱
国河南元府君墓誌銘并序」43という墓誌銘にも
関羽に言及した。原文は以下の通りである。

絶關羽之奇功、三軍変色。（拙訳：関羽
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の殊勲を超え、三軍の顔色を変えた。）

これも関羽を用いて記された唐の元武壽と
いう将軍を讃えた碑文である。同じようなこ
とは唐の時代の「唐故山南東道節度押衙光禄
大夫検校太子賓客前行鄧州長史兼侍御史弘農
県開國男楊公墓誌銘」44という墓誌銘における

「時人方之張飛、關羽（拙訳：当時の人は彼
を張飛と関羽にたとえた）」からもうかがえ
る。

このように、仲方圓伊の拈香文に現れた関
羽像は、中国の唐の時代の知識人層が書いた
碑文における関羽像とよく似ている。すなわ
ち、関羽の具体的な事跡には注目せず、詩文
や碑文の中で武将を讃える時に、関羽を代表
的な人物として、言い換えれば、最上級の武
将の象徴として使っただけだった。

また、三国人物の引用において、仲方圓伊
は魏や呉の武将、謀士ではなく、蜀の関羽や
諸葛亮を用いたことも注目される。周知のよ
うに、正史『三国志』は曹魏を正統としてい
る。しかし、南宋の朱子から蜀正統論を唱え
始めた。朱子学が後に官学になったため、蜀
正統論も定着した45。仲方圓伊が蜀の武将と
謀士を引用したのは、中国の知識人層におい
て特に重視されていた正統論は、中世禅林に
おける儒学の受容に伴い、中世禅林にも影響
を与えたからであろう。

総じて言えば、仲方圓伊の拈香文に現れた
関羽像は、トップクラスの武将ではあるが、
その勇武に注目しただけで、義には注目して
いなかった。また、中国の唐の時代の碑文に
おける関羽像に似ており、具体的な事跡には
言及せず、最上級の武将の象徴として使って
いたのである。

では以降、詩文において関羽に言及した禅
僧がいるのだろうか。『五山文学全集』を調
べたが、仲方圓伊以降詩文に関羽に言及した

のは、管見の限りでは、景徐周麟が挙げられ
るばかりである。

三、景徐周麟の詩文における関羽像
景徐周麟（1440～1518）は臨済宗夢窓派の

僧である。五歳にして相国寺の用堂中材に師
事し、のちに嗣法した46。詩文に秀で、学僧
として知られている景徐周麟は、仲方圓伊の
生きた時代よりほぼ一世紀後の人ということ
になる。

 （１）景徐周麟の真賛における関羽故事
景徐周麟の詩文集「翰林葫蘆集」を見ると、

「真賛」という巻に収録されている「關戸部
盛貞公壽像賛」47という賛がある。原文は以下
の通りである。

…關羽威震華夏、三分国衆所服、葛龍出
乘風雲、八陣圖人焉痩、玉帛外学禮、惟
幄中運籌、屬于令嗣、授以嘉猷、保家堪
並曹植、生子當如仲謀…（拙訳：…関羽
の威勢は天下を震わし、三国の民衆が信
服する。諸葛亮が風雲に乗じ、その八陣
図で敵軍の意図を暴く。玉器と絹布以外
のもので礼を学び、帷幄の中で作戦を立
てる。息子に託して、国を治める計画を
授ける。国を守ることなら曹植と並び称
され、子供を生すならば孫権のようなも
のであるべきである…）

「真賛」は真讃とも書かれ、肖像に対する
讃語のことを意味する48。文章の内容から見
ると、この壽像賛は平盛貞について説明する
ものである。前述の拈香文と同様に、壽像賛
の内容はほとんど描かれた人物の称賛であ
る。文中に関羽に言及した「關羽威震華夏」
は、明らかに前述の正史『三国志』の関羽伝
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に基づいたものである。
景徐周麟が賛で「關羽威震華夏」に言及し

たのは、まず中世禅林において「百万軍中取
顔良」以外の関羽故事の受容があったことを
示している。そして、真賛における「關羽威
震華夏、三分国衆所服」から、その威勢が三
国を震わせるほどの勇武を誇る武将であると
いう関羽像がうかがえる。しかしながら、仲
方圓伊と同様に、景徐周麟は関羽の忠義につ
いては言及しなかった。

では、景徐周麟の真賛で勇武とは異なる道
徳的な面を称賛している文があるのだろう
か。この真賛をよく見ると、中には「大樹將
軍謙退相似」という文がある。それは彼（平
盛貞）の謙虚さが大樹将軍馮異に似ていると
いう意味である。すなわち、景徐周麟は平盛
貞については、道徳面を考慮している。しか
し、関羽はただ勇武の代表とし、その忠義に
は言及していない。このように、関羽の道徳
面は中世禅林においてまだ注目されていな
かったことがわかる。この点から言えば、景
徐周麟と仲方圓伊は関羽像に対する認識で一
致している。

 （２）景徐周麟における関羽像の受容
以上のことは、中世禅林において「百万軍

中取顔良」以外の関羽故事の受容のみなら
ず、正史『三国志』の関羽伝の受容があるこ
とも意味する。前述の仲方圓伊が拈香文にお
いて、ただ関羽を歴史上の人物として言及し
ていた。一方、景徐周麟は『三国志』の関羽
伝を意識した上で、関羽に言及したのである。

なお、景徐周麟の真賛においては、他にも
正史『三国志』の受容をうかがえる。例えば、
諸葛亮の「八陣図」という記述は『三国志』
の諸葛亮伝に由来している。また、「生子當
如仲謀」という記述は『三国志』の裴松之の
注釈に由来している。原文は以下の通りであ

る。

『三国志・呉書・呉主伝』：十八年正月、
曹公攻濡須、權與相拒月餘。曹公望權軍、
歎其齊肅、乃退。49（拙訳：十八年の正月、
曹公は濡須を攻め、孫権が彼と一ヶ月以
上対峙した。曹操は孫権の軍隊を遠望す
ると、整然だと賛嘆して撤退した。）

裴松之注：吴暦曰：…權行五六里、迴還
作鼓吹。公見舟船器仗軍伍整肅、喟然嘆
曰：「生子当如孫仲謀，劉景升儿子若豚
犬耳！」50（拙訳：呉暦曰：…孫権は行く
こと五・六里で廻頭し、帰還には鼓吹を
行った。曹操は軍隊が整然である事を見
て、「子を生すなら孫仲謀の如くである
べきだ。劉景昇の息子は豚犬のようなも
のだ！」と嘆いた。）

景徐周麟が文章で『三国志』にある典拠を
使っていることは、彼が史書『三国志』に詳
しいことを示している。景徐周麟がこの真賛
を書いた時期は不明であるが、彼の生没年

（1440～1518）から見ると、この文章を書い
た時は、仲方圓伊が「徳翁居士焼香　一色信
伝」を書いた1389年より七十年後以上のこと
であるとわかる。仲方圓伊は文章の中で関羽
の名前にだけ言及していたのに対して、景徐
周麟は史書『三国志』における具体的な関羽
故事に言及している。拈香文にしろ、真賛に
しろ、読者の知識を考えた上で書くものだと
思われる。そこからすれば、史書『三国志』
が中世禅林において一層普及していったこと
が示されているだろう。

また、仲方圓伊と景徐周麟の文章に関羽と
一緒に登場した諸葛亮にも注意しておきた
い。前述したように、中国の詩文、碑文に関
羽において、類比することで人物を讃えるこ
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ともある。しかし、関羽と一緒に現れるのは
ほとんど張飛である。例えば、上述した墓誌
銘における「時人方之張飛、關羽」がある。
また劉海燕51によれば、「漢将小衛霍、蜀将凌
関張（拙訳：漢代の名将である衛青と霍去病
を超え、蜀の名将である関羽と張飛に勝る）」
など張飛と一緒に現れた詩文もたくさんあ
る。一方、『五山文学全集』に登場した関羽
は、二カ所だけあり、ともに諸葛亮と抱き合
わせて叙述されている。『五山文学全集』を
調べてみたが、まだ張飛に言及した詩文は発
見できていない。

長尾直茂52が論じた中世禅林の関羽故事
「百万軍中取顔良」が受容された軌跡を考察
すると、「百万軍中取顔良」が中世禅林に登
場した時間はだいたい中国の宋、元、明の時
代に当たることがわかる。その時、中国にお
ける関羽像はかなり豊富で、関羽を題材とす
る庶民文芸が大量に出現したが、関羽像はす
でに史書『三国志』の記述に限られていな
かった。しかし、中世禅林において関羽像は
武将としてしか描かれていなかった。それ
は、中世禅林に大量の漢籍が流入したもの
の、関羽に関するテキストは禅僧においては
限られた形でしか受容されなかったことを示
している。

 （３）『五山文学全集』における関羽像の受容
以上、長尾直茂が論じた「百万軍中取顔

良」以外、今まで検討されていない『五山文
学全集』における関羽に言及した詩文を二つ
考察した。

まず、『五山文学全集』に登場した関羽の
描写はとても少ないが、「百万軍中取顔良」
以外の関羽故事があることがわかる。近世以
前にある程度の関羽像受容が存在していたこ
とを裏付ける。

そして、この二つの詩文における関羽の登

場はいずれも関羽本人を紹介するためではな
く、関羽に類比することによって人物の勇武
を表現したものである。このことは中国唐代
の碑文における関羽像に似ており、中世禅林
における武将としての関羽像が受容されたこ
とを示している。ただし、勇武だけが示され
ており、関羽の忠義に関する記述は見られて
いない。武将以外の関羽像は受容されていな
い。

こうした関羽像の受容は、関羽という人物
が中世禅僧の注目をあまり集めていなかった
ことを示している。武将の代表人物として中
世の禅僧に認識されていたが、その認識には
まだ限界があると言える。

四、伽藍神としての関羽像
既述のように、『五山文学全集』における

関羽像はすべて武将として挙げられている。
ところが、中世禅林には伽藍神の姿として実
は出てきていた。そのため、『五山文学全集』
には直接に伽藍神として現れなかったことと
の関わりを探りたい。

 （１）中世禅林における伽藍神としての関羽像
『禅林象器箋』に記載された中世の渡来僧

清拙正澄（1274～1339）が書いた「関大王
賛」53には武将以外の関羽像があるので、その
賛を俎上にあげることから始めたい。

蜀帝熊虎之将、義勇武安之王、受智者大
師戒法、護普庵古仏道場。暗唖叱吒、皎
日无光。語其威則吴朝魏国不敢仰視、語
其猛則独入百万軍中又取顔良。敬之者霸、
夢之者昌。此蓋是手提百二十斤力、摧鋒
破関。関大将軍、号曰雲長者焉。

この「関大王賛」では冒頭、関羽の複数の
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属性、すなわち、勇武な武将、統治者に尊ば
れる国家祭祀の対象、仏教の伽藍神であるこ
とが述べられている。まず、「蜀帝熊虎之将」
とは、関羽と張飛が劉備の「熊虎の将」と呼
ばれるという意味であり、蜀の勇武な武将で
あることを説明している。そして、「義勇武
安之王」は宋徽宗に封じられた封号で、関羽
の国家祭祀で重視されていた地位を説明する
ものである。さらに、「受智者大師戒法」と
は、関羽が智者大師、すなわち智顗から戒を
授かり、仏教の弟子になることを説明し、関
羽が仏教の弟子であることを明らかにしてい
る。
「護普庵古仏道場」の句にある普庵は、中

国南宋の臨済宗の僧である。彼は『華厳経』
で悟りを得、種々の霊験を現したとされ、除
災や海上安全の神として祀られたとされてい
る。田中尚子54によれば、日本人僧太極の日
記『碧山日録』55には関羽と普庵の関係の記録
がある。原文は以下の通り（寛正二年二月一
日条）である。

趙関見寄一帖幷普庵之印像、其帖曰、此
印板、入唐者儲之、非此方刊、故印之以
寄公、祝有護法之験云、像傍有関大王、
持長刀、其貌甚壮異也

その意味は、趙関から普庵の印像がある帖
をもらったが、その帖に書いてあることによ
ると、この印板は入唐者が保管していたもの
で、日本にあるものではないので、印して
送ってきたということである。

注意したいのは、関大王（関羽）が護法
として普庵の隣にいることである。そして、

『碧山日録』には以下のような記載がある。
弟子に普庵と関羽の二人の関係を聞かれた太
極は、このように述べた。関羽は宋の乾道年
間（1165～1172）江西慈化寺の普庵の前で顕

聖し、普庵の教えを聞いて八万火首・十万金
剛を率いて普庵に従い、普庵の死後はその意
志を継いで寺内を守り、仏教の伽藍神となっ
た。すなわち、田中尚子の論述によると、関
羽は普庵の死後、普庵の仏教伽藍神の身分を
受け継ぎ、寺院を守り続けたということであ
る。そこで、「護普庵古仏道場」は関羽が仏
教の伽藍神であることを説明した。

清拙正澄がこの「関大王賛」を書いた時期
は不明である。ただ、清拙は1326年に来日
し、浄智寺、円覚寺、建仁寺、南禅寺などの
住職を務めてきたことから、清拙が認識した
関羽像はある程度日本の禅僧に影響を与えた
と思われる。上述の『碧山日録』から分かる
ように、寛正二年（1461年）にはすでに伽藍
神としての関羽の記録がある。

そのため、次節では『五山文学全集』にお
ける関羽像に何らか伽藍神との関わりがない
のかどうかを探りたい。

 （２）『五山文学全集』における関わり
『五山文学全集』における中世禅僧の詩文

を対象に、伽藍神としての関羽像の受容を
探ってみたが、残念ながら、管見の限りでは
直接に関連する記述はない。しかし、『五山
文学全集』においてすでに伽藍神に関する描
写があるので、中世禅僧に受容された伽藍神
が見られる。そこから関羽との関連がうかが
えるかもしれない。

まず、義堂周信の詩文を見ておく。義堂周
信（1325～1388）、『五山文学小史』56によると、
彼は十七歳にして上京して夢窓疎石の弟子と
なり、建仁寺と南禅寺の住職を務め、幼い頃
から詩文に優れている。義堂の語録は「空華
集」に収録されており、中には次のような仏
教の伽藍神に関する文がある。

護法當如雲居安樂。舍地須念南嶽帝君。57
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この文にある「雲居安楽」とは雲居山の伽
藍神安楽公を指す。「護法當如雲居安樂」と
は、護法は雲居安楽のようにすべきだという
ことである。「雲居安楽」については、前述
の『禅林象器箋』にも記述がある。『禅林象
器箋』第五類霊像門58の伽藍神の項には、以
下のように記されている。

繼燈錄雲居即菴慈覺禪師章云。師始登雲
居時。先一夕。宿瑤田庄。夢伽藍安樂公。
謂曰。汝與此山。祗有一粥緣。云云。後
數年。蜀士有宦達於朝者。與師親。故以
雲居虗席。請師補其處。師欣然承命。將
復徵往夢。竟至瑤田庄而寂。（拙訳：繼
燈錄雲居即菴慈覺禪師章に曰く、師が雲
居山に登る前夜、瑶田庄に宿り、夢に伽
藍安楽公を見た。安楽公曰く、「汝とこ
の山にはただ粥一つの縁がある」と。数
年後、蜀士に朝に官途に就く者がいて、
師と親しかったので、師に雲居の住持を
してもらいたいと頼んだ。すると、師は
喜んで引き受け、「過去に見た夢が今度
は効かない」と師が思っていたが、その
師が瑶田庄に着いた後なんと遷化した。）

この記述は伽藍神という禅語の説明とし
て、『禅林象器箋』の伽藍神の項に登場して
いる。簡単に言えば、雲居伽藍神の顕聖の故
事である。では、伽藍神としての「雲居安
楽」は中世の禅僧によく知られていたのだろ
うか。他の仏教典籍に雲居山の伽藍神に言及
した記述は見当たらないので、この伽藍神の
受容はほとんどないと思われる。夢窓疎石の
弟子である義堂周信は漢籍の受容度はさぞか
し高いだろうが、あまり著名ではない雲居山
の伽藍神も知ってはいなかっただろう。

なお、雲居伽藍神の顕聖の故事にある雲居

即庵慈覚禅師に関して見ておく。『継燈録』59

によると、彼は臨済宗南岳下十九世、臥龍先
禅師（すなわち破庵祖先）の法嗣である。即
庵慈覚はそれほど有名な禅僧ではないが、彼
と同じく破庵祖先の法嗣となる無準師範が注
目された。無準師範（1179～1249）は南宋の
有名な高僧であり、日本の京都東福寺60の開
山祖師円爾弁円（1202～1280）もその弟子で
ある。すなわち、日本の禅宗に深い影響を与
えた高僧である。そう考えると、即庵慈覚禅
師は無準師範の同門として、百年後の義堂周
信に知られていた可能性が高い。

また興味深いのは、前述の長尾直茂61によ
れば、義堂周信と同じく夢窓疎石に師事した
空谷明応がその語録に、関羽が顔良を斬った
ことに言及していたことである。義堂周信と
同じく夢窓疎石に師事する空谷明応は語録に
関羽が顔良を斬ったことに言及していたと述
べている。けれども、義堂周信が関羽に言及
した詩文は発見されていない。これも、やは
り関羽が中世禅林において、あまり注目され
ていなかったことを示している。

このように、義堂周信は漢籍を渉猟し、一
般には知られていない「雲居安楽」も詩文に
使った。しかし、彼が詩文で例に挙げた伽藍
神は関羽ではなく、雲居安楽であった。言い
換えれば、義堂周信は伽藍神に言及した時、
関羽より一般に知られていない「雲居安楽」
を思い出した。つまり、伽藍神としての関羽
は中世禅林でほとんど受容されていなかった
と考えられる。

そして、同じく詩文で伽藍神に言及したの
は岐陽方秀である。岐陽方秀（1361～1424）
は讃岐の人であり、幼い頃から祖父に儒学を
学び、後に霊源性浚の門人となり、鎌倉、周
防の諸寺を巡り、南部仏教にも学んだ。そし
て、東福寺、天龍寺、南禅寺などの住職を務
め、詩文学芸に名が高かった62。では、岐陽
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方秀の詩文に言及した伽藍神を見てみよう。

山左腋有廟。祀菅丞相。名曰菅公庿。爲
伽藍神。63（拙訳：山の左側に廟がある。
菅丞相を祭っている。菅公廟という。（菅
丞相を）伽藍神とする。）

岐陽方秀が文中に言及した廟は不明だが、
菅丞相を伽藍神とすることは確認できる。菅
丞相、すなわち菅原道真は日本の平安時代の
政治家、文人、学者として名が高い。従二位
に叙してまもなく、政権と学派の争いのなか
で讒言によって左遷され、悲劇の一生を終え
た。日本の伝説では、菅原道真は死後怨霊と
なり、後に神格化されて天神として信仰され
た64。

ここで注意しておきたいのは、上述の菅原
道真の怨霊から天神への神格化は関羽にかな
り似ていることである。

林玲、黄景春65の論述によれば、関羽が荊
州で遭難した後、荊州ではちょうど疫病が流
行しているため、地元の住民は疫病への恐怖
から、関羽の戦死を疫病と結びつけ、疫病は
関羽が悪霊に化けて祟った結果だと考えてい
た。住民が最初に関羽を祭ったのは、関羽の
怨霊が地元を害しないように祈るためだった
のかもしれない。

そして、凍国棟66は論文で関羽信仰の形成
について論じている。関羽は次第に城隍神に
似た地元の守り神に変化し、地元の住民は関
羽を城隍神に似た地元の守り神とするように
なったと述べた。すなわち、関羽は当地の守
り神であり、この土地の盛衰を守っていると
いうことである。仏教が地元で信者を拡大す
るために、関羽を仏教と結びつけ、仏教の護
法神としている可能性も凍国棟が論じている。

以上のことから、隋の時代に関羽はすでに
地方の守護神として信仰されており、このよ

うな地元を守る城隍神のような関羽像は、次
第に外来宗教である仏教に導入された。そし
て、仏教の護法神としての関羽像が形成さ
れ、唐の史料の中で正式に仏教の護法神と
なった。一方、関羽の神格化に極めて似てい
る菅原道真も、関羽と同様に怨霊から守護神
へと転換した。

では、岐陽方秀の詩文における廟は、なぜ
菅原道真を伽藍神としたのか。菅原道真の神
格化が伽藍神である関羽に似ていることを
知っていたから、菅原道真を伽藍神としたの
だろうか。管見の限りでは、これ以外、伽藍
神としての菅原道真の記録は中世禅僧の語
録、詩文において発見されていない。すなわ
ち、当時菅原道真は伽藍神として一般的に考
えられていなかったと推測される。菅原道真
が伽藍神になったのが偶然だったのか、それ
とも、関羽と関連があったのかは確認できな
い。ただし、中世禅林において関羽と似た経
歴の人物を伽藍神としたことがあることを確
認できる。

以上のように、『五山文学全集』における
伽藍神としての関羽像の受容を考察した。中
世の禅林で関羽は伽藍神として受容されてお
らず、むしろ他の人物が伽藍神として受容さ
れていることがわかった。また、関羽と似た
経歴を持つ人物を伽藍神とする現象があるも
のの、関羽と関連があるのかはまだ明らかに
なっていない。

おわりに
関羽は中国で最も広く知られている神であ

り、関羽像の海外受容に関する研究は学界の
関心を集めている。日本の関羽像受容史の不
可欠な一環として、近世以前の関羽像受容は
非常に重要である。しかし、既存の関連研究
は非常に限られており、それだけでは近世以
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前の関羽像を解明することはできない。本稿
は近世以前の関羽像の受容を明らかにするた
めに、中世の知識人層である禅僧に目を向け
た。そして五山禅僧の漢文学作品を編集した

『五山文学全集』を中心に、中世禅林におけ
る関羽像の受容を分析し、以下のことを明ら
かにした。

第一、今までの研究では「百万軍中取顔
良」しか取りあげてこなかったが、新たに

『五山文学全集』の中に関羽という名前と「関
羽威震華夏」という故事を見出すことができ
た。

第二、中世禅林の詩文における関羽像と中
国唐代の碑文における関羽像が似ていること
を発見できた。

第三、その描かれ方には、勇武な武将とし
てのものではあるが、忠義についてはほとん
ど見られないという特徴があった。

なお、伽藍神としての関羽像は見出すこと
はできなかった。関羽は中世禅林において伽
藍神として受容されておらず、関羽と似た経
歴を持つ人物が伽藍神とされていたことを発
見した。
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